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１．研究目的
近年ヒトの性嗜好性について、これを学習により獲得されるものと仮定し、’性条件づけ
によってそのメカニズムを理解しようとする試みが注目されている。従来の研究では鳥類
や魚類を用いた研究が中心であったが、岩井（2007）は、ラットを用いて、本来ならば性
的な対象となり得ない物体を条件刺激（CS)、発'盾メスとの交尾を無条件刺激（ＵＳ）とし
た性条件づけ手続きによって、オスラットが条件反応（CR）として物体Ｃｓに対する接近
行動を発達させることを見いだした。
これまでの動物を用いた研究では、性条件づけについて様々な現象が確認されており、
岩井（2007）ではよりヒトに近いモデルであるラットへとその対象を拡大することが可能
となったが、その学習のメカニズムに言及する研究はまだ数少ない。その中で、性条件づ
けが成立するメカニズムの一つとしては、「条件刺激（Ｃｓ）が初めに無条件刺激（ＵＳ）の
表象を活性化し､条件反応はこのＵＳ表象の活性化により引き起こされる」という過程(S-S
学習）が提案されている。』性条件づけにおけるＳ－Ｓ学習メカニズムでは、条件刺激（ＣＳ）
による条件刺激（ＵＳ）表象の活性化はすなわち「メスの表象」の活性化となるため、これ
によって接近反応が生起する場合は性的動機の上昇を伴うことが予想される。Holloway
＆Ｄｏｍｊａｎ（1993）による研究では、ウズラを用いて光による性周期およびオスの性ホル
モン（テストステロン）の水準操作により性的動機を低減させることで、獲得された物体
刺激（Ｃｓ）への接近行動ＣＲが減少することを明らかにし、この仮説を支持している。更
にHillard＆Ｄｏｍｊａｎ（1995）は同様にウズラを用い、あらかじめ交尾行動を十分に経験
することにより一時的に性的動機が低下した状態では、獲得された接近行動ＣＲが減少す
るという結果を得ている。
本研究では、ラットを用い、性条件づけによって獲得された物体刺激Ｃｓに対する接近行
動ＣＲが、無条件刺激（ＵＳ）の表象を介するものであるかについて検討する。具体的には
オスの性ホルモン（テストステロン）水準の操作が獲得された接近行動ＣＲに与える影響
を吟味することにより、ＣＳ提示によって性的動機が六j進する可能'性について検討すること
を目的とした。
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２．予備実験
本実験を行うにあたり、去勢効果およびテストステロン（TS）投与の効果について基本
的知見を得ることを目的とした。
【方法】
被験体：実験経験および交尾経験のないWistar系アルビノラットのオス６匹を用いた。
これらの被験体には、あらかじめ精巣摘除による去勢処置を施され、予備実験はその２８日
後に実施された。実験開始時ラットは約９０日齢であった。
刺激：無条件刺激として実験経験および交尾経験のない約８０日齢のWistar系アルビノラ
ットのメス６匹を用いた。性周期統制のため、すべてのメスラットはエーテル麻酔下で卵
巣を摘除し、エストラジオール・ベンゾエート（EB）を含むサイラスティック・カプセル
を皮下に投与した。
実験装置：全長６０cm，幅２９cm，高さ３５cmの水槽を観察箱として用いた。天井には蓋
をせずそこから被験体オスラットおよび刺激の出し入れを行った。
手続き：まず観察箱に被験体であるオスラットを入れ，観察箱内の探索を５分間行わせ
た。引き続き、メスラットを観察箱に入れ、４０分間の交尾機会を与えて，オスラットとメ
スラツトの行動を観察した。この手続きを２試行行った。試行間間隔は２日または３日と
した。第２試行の後にオスラットにＴＳカプセルの皮下投与処置を行った。回復期間を３
日間おいた翌日から、第１～２試行と同じ手続きで，第３～７試行を行った。試行間間隔は２
日または３日であった。第７試行の翌日、投与したＴＳカプセルを除去する処置を行った。
回復期間を３日おいた翌日から第１～７試行と同じ手続きで，第８～１３試行を行った。試行
問間隔は２日または３日であった｡ラットの行動はデジタルピデオカメラによって記録し、
交尾に伴う性行動であるAnogenitallnvestigation（メスラットの性器に対する探索行動）
およびMounting（メスラットの背中への乗りあがり行動）について、その生起回数を計測
した。オスラットに交尾機会として提示されるメスラットは試行ごとに変えた。
【結果と考察】
実験に用いた６匹のオスラットについて、メスラット提示時４０分間におけるメスラット
ヘの』性器探索Anogenitallnvestigation（性器探索）およびMounting（メスラットの背中
への乗りあがり行動）の回数を計測し、その平均を図１に示した。
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